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オカヤドカリ類の写真を撮る　– 天然記念物と撮影の裏ワザ –
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オ カ ヤ ド カ リ 類 は 十 脚 目 異 尾 下 目 オ カ ヤ ド カ リ 科
Coenobitidae オ カ ヤ ド カ リ 属 Coenobita に 属 す る 陸 生 の
甲殻類であり、日本では 7 種（オオナキオカヤドカリ C. 
brevimanus Dana, 1852、 オ カ ヤ ド カ リ C. cavipes Stimpson, 

1858、サキシマオカヤドカリ C. perlatus H. Milne Edwards, 

1837、ムラサキオカヤドカリ C. purpureus Stimpson, 1858、
ナキオカヤドカリ C. rugosus H. Milne Edwards, 1837、オオト
ゲオカヤドカリ C. spinosus H. Milne Edwards, 1837、コムラ
サキオカヤドカリ C. violascens Heller, 1862）が南西諸島や
小笠原諸島を中心に確認されている（Nakasone, 1988; 朝倉 , 
2004）。

オカヤドカリ属は国指定天然記念物として、1970 年に指
定された。天然記念物とは、国民の文化的向上と世界文化
の進歩への貢献を目的とする文化財保護法で定められた文
化財の一つである。また、動物、植物および地質鉱物で学
術上価値の高い自然物を保護する制度としても認識されて
いる。国に限らず、地方自治体によっても制定され、指定
対象は現状変更が禁止される。この現状変更とは、対象を
行為的かつ物理的に変更を生じさせる行為を指し、殺傷は
もちろんのこと触れることすら禁止となる。1970 年当時の
日本国土において認識されていたオカヤドカリ属の主な生
息地は小笠原諸島であり、個体群サイズは大きくなかった。
そのため保護すべき貴重な分類群と評価され、国によって
特定の種だけではなく属全体を対象として天然記念物に指
定された。その後、1972 年に沖縄の返還がされたことで南

西諸島中南部という大規模なオカヤドカリ類の生息地が日
本国土へと戻り、この個体群も保護の範囲に含まれること
となった。

国指定天然記念物の現状変更を行うには、自治体によっ
て申請方法の違いはあれども、主に文化庁と教育委員会か
ら許可を取得する必要がある。事前に現状変更を行う対象
種と地域、時期などを申請する必要があるため、偶発的に
記録すべき事象と遭遇した際には標本としての採捕ができ
ず写真を撮影することしかできない。オカヤドカリ属は幼
生期に海洋にてプランクトン生活を送るため（Hamasaki et 

図 1. 宿貝に籠るナキオカヤドカリ C. rugosus。

図 ２. 国 外 に て 撮 影 し た 捕 獲 写 真。 A: 宿 貝 を 保 持 さ れ
た こ と で 身 を 乗 り 出 し て い る ア カ ツ キ オ カ ヤ ド カ リ C. 
pseudorugosus（フィリピン）。 B: 普段は宿貝内で保護され
ている重要な同定形質であるオスの第 5 胸脚底節にある生
殖突起を引っ張り出して確認されているレンガオカヤドカ
リ C. variabilis（オーストラリア）。
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al., 2011, 2015）、海流による移動が起こる。特に日本では黒
潮に乗って幼生が分散し、北域への加入が相応に発生する
ものの、暖かい地域に暮らす南方種であることからその多
くは死滅回遊となる。しかし、近年まで生息が確認されて
いなかった地域での観察が増加しており、各種で北限の更
新が報告されている（三田ほか , 2018; 浜崎ほか , 2019; 笹塚 , 
2021）。要因の一つは言うまでもなく地球温暖化と考察され
ており、温暖化進行の指標生物としても重要視されている。
この現象を捉えるためにも北限を更新する発見があった際
には何かしらの媒体で報告することが望ましい。

一方で、オカヤドカリ属は種の同定が難しく、小型個体
であるほどその傾向が強い。眼柄、触角、左鉗脚上辺（斜
向顆粒列）、体色、オスの第５胸脚底節にある生殖突起といっ
た同定形質をしっかりと捉えた写真を撮影することが必要
だ。ところが、オカヤドカリ属は撮影が難しい生物として
も有名である。外敵に相対した際は、宿貝に身体を引っ込
ませた防御行動（図 1）、または即座に翻して走り去る行動
をとる傾向が強い。現状変更することなく同定形質をしっ
かりと描写した写真を撮影することは非常に困難だ。採捕
しての確認が最も効率的で、オスの第 5 胸脚底節にある生
殖突起といった普段は隠れている形質も確認できる点から
精度が高いのは言うまでもない（図 2）。しかし、前述のよ

うな制約があるため、できる範囲で記録を残す方法を模索
することも自然史解明には大切である。今回はそんなオカ
ヤドカリ属の撮影のコツを記したい。

オカヤドカリ属の撮影は忍耐強さが必要であることは前
提としてあるが、比較的全身の撮影がしやすい状況もある。
それは、木や壁面を登っている場面だ（図 3）。オカヤドカ
リ属を含むオカヤドカリ類は立体活動が得意であり、餌と
なる木の実を目指した木登りや移動に際する巨岩の乗り越
えなどを行っている様子は珍しくない。そういった重力に
反して何かにしがみ付いての移動を行っている際には、そ
こまで登った労力をできるだけ無駄にしないためか、外敵
の接近程度では動じないことが多い。そしてしがみ付いて
いると素早い行動は取りにくいため、翻ることにも時間を
要する。つまり、絶好の撮影タイミングとなる。この場面
では主要な同定形質である、眼柄、触角、左鉗脚上辺（斜
向顆粒列）、体色の確認ができる写真を撮影しやすい（図４）。
刺激を与えないようゆっくりと近付き、観察するなり撮影
するなり試してみていただきたい（図 5）。もちろん、刺激
を受けた際や、ただ斜面を歩行していた場合は落下しての
離脱行動を選択する。本稿がオカヤドカリ類に関する情報
蓄積の一助となれば幸甚だ。

図３. 垂直な岩壁を登るナキオカヤドカリ C. rugosus。

図４. 歩脚を大きく広げて朽木を登っているため、眼柄、
触角、左鉗脚上辺（斜向顆粒列）、体色をしっかり確認で
きるレンガオカヤドカリ C. variabilis の写真。

図５. 徳之島にて写真記録を基に北限の更新を報告したコ
ムラサキオカヤドカリ C. violascens 幼体の写真。
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今回、コラム掲載の声がけと原稿の確認をいただいた編
集委員の日比野友亮氏に深くお礼を申し上げる。
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